
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
日
受
領

答

弁

第

三

三

号

内
閣
衆
質
一
七
五
第
三
三
号

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

�

人

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
菅
内
閣
の
「
財
政
運
営
戦
略
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
菅
内
閣
の
「
財
政
運
営
戦
略
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

「
財
政
運
営
戦
略
」
（
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、
「
個
人
所
得
課
税
、
法
人
課
税
、
消

費
課
税
、
資
産
課
税
等
に
わ
た
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
、
早
急
に
具
体
的
内
容
を
決
定
す
る
」
こ
と
と
し
て

お
り
、
今
後
、
こ
れ
に
沿
っ
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
決
定
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。

二
に
つ
い
て

「
財
政
運
営
戦
略
」
に
お
い
て
は
、
公
債
等
残
高
に
関
し
、
「
二
〇
二
一
年
度
以
降
に
お
い
て
、
国
・
地
方
の
公
債
等
残

高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
安
定
的
に
低
下
さ
せ
る
」
と
の
残
高
目
標
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
残
高
目
標
を
達
成
す
る
前
提
と
し
て
、

ま
ず
は
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
「
国
・
地
方
の
基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ
ラ
ン

ス
）
に
つ
い
て
、
遅
く
と
も
二
〇
一
五
年
度
ま
で
に
そ
の
赤
字
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
二
〇
一
〇
年
度
の
水
準
か
ら
半
減
し
、
遅

く
と
も
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
に
黒
字
化
す
る
こ
と
」
等
を
内
容
と
す
る
収
支
目
標
を
定
め
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
財
政
健

全
化
目
標
の
達
成
に
資
す
る
た
め
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
三
か
年
を
対
象
と
す
る
中
期
財
政
フ

一



レ
ー
ム
に
お
い
て
、
新
規
国
債
発
行
額
の
抑
制
等
歳
入
・
歳
出
両
面
に
わ
た
る
取
組
を
定
め
る
な
ど
、
段
階
的
に
目
標
達
成

の
道
筋
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

我
が
国
の
国
及
び
地
方
の
財
政
は
密
接
に
結
び
付
い
て
お
り
、
ま
た
、
多
く
の
先
進
国
で
は
国
及
び
地
方
を
一
体
的
に
と

ら
え
、
両
者
を
合
わ
せ
た
財
政
健
全
化
目
標
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
及
び
地
方
を
合
わ
せ
た
財
政
健
全
化
目
標
を
定

め
る
こ
と
が
適
切
と
考
え
て
い
る
。

二


